
 

大阪市住居における物品等の堆積による不良な状態の適正化に関する条例 

（目的） 

第１条 この条例は、市民が居住する建物等における物品等の堆積による不良な状態

の適正化に関し必要な事項を定めることにより、市民の安全で健康かつ快適な生活

環境を確保することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において「不良な状態」とは、物品等の堆積によりごきぶり、はえ

その他の害虫、ねずみ若しくは悪臭が発生すること又は火災発生のおそれがあるこ

と等のため、当該物品等が堆積している場所の周辺の生活環境が著しく損なわれて

いる状態をいう。 

２ この条例において「堆積物」とは、堆積することにより不良な状態の原因となっ

ている当該物品等をいう。 

３ この条例において「堆積者」とは、物品等を堆積することにより不良な状態を発

生させている者（自然人に限る。）をいう。 

４ この条例において「建物等」とは、本市の区域内に存する建物（共同住宅その他

これに類する多数の人の居住の用に供する住宅にあっては、居住の用に供する各部

分及び当該各部分の周辺の共用部分）及びその周辺の土地をいう。 

（本市の責務） 

第３条 本市は、市民が居住する建物等が不良な状態にあり、又はそのおそれがある

ときは、地域住民及び関係機関と協働して、その原因、経緯等の検証に努め、第１

条の目的を達成するために必要な対策を総合的に講ずるものとする。 

（市民の責務） 

第４条 市民は、その居住する建物等を不良な状態にしてはならない。 

２ 市民は、近隣の住民と相互に協力して、その居住する地域に存する建物等が不良

な状態になることのないよう努めなければならない。 

３ 市民は、第１条の目的を達成するため、本市が実施する活動に協力するよう努め

なければならない。 

（所有者等の責務） 



第５条 建物等の所有者又は管理者（当該建物等に係る堆積者を除く。以下「所有者

等」という。）は、その所有し、又は管理する建物等が不良な状態とならないよう

努めなければならない。 

２ 建物等の所有者等は、その所有し、又は管理する建物等が不良な状態となった場

合においては、当該建物等に係る堆積者と協力し、不良な状態を解消するよう努め

なければならない。 

３ 建物等の所有者等は、第１条の目的を達成するため、本市が実施する活動に協力

するよう努めなければならない。 

（調査） 

第６条 市長は、建物等が不良な状態にあり、又はそのおそれがあると認めるときは、

この条例の施行に必要な限度において、その職員に、当該建物等に立ち入り、その

状態を調査させ、又は当該建物等に居住する者、当該建物等の所有者等その他関係

人（以下「調査対象者」という。）に質問させることができる。 

２ 前項の規定による立入、調査又は質問（以下「調査等」という。）を行う職員は、

その身分を証明する証明書を携帯し、調査対象者から請求があったときは、これを

提示しなければならない。 

３ 調査等の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。 

４ 市長は、調査対象者が堆積者であることが明らかである場合であって、当該調査

対象者が正当な理由なく調査等を拒み、妨げ、又は忌避したときは、その旨及び当

該調査対象者の氏名を公表することができる。 

５ 市長は、前項の規定による公表をしようとするときは、あらかじめ、当該公表さ

れるべき者にその理由を通知し、意見を聴くとともに、有利な証拠の提出の機会を

与えなければならない。 

６ 市長は、次条、第８条及び第10条の規定による指導及び勧告、命令並びに経済的

支援の実施に関し必要があると認めるときは、調査等のほか、官公署に対し、調査

対象者の資産、親族関係、居住関係、保健福祉に関する制度の利用状況並びに当該

建物等の所有関係に関して、必要な書類の閲覧若しくは資料の提供を求め、又は銀

行、信託会社その他の機関に対し、必要な事項について報告を求めることができる。 

（指導又は勧告） 



第７条 市長は、第４条第１項の規定にもかかわらず、建物等が不良な状態にあると

認めるときは、当該建物等に係る堆積者に対し、堆積物の適切な保管、堆積物の処

分その他の不良な状態を解消するための措置（以下「改善措置」という。）を行う

よう指導することができる。 

２ 市長は、前項の規定による指導をしたにもかかわらず、なお建物等が不良な状態

にあると認めるときは、当該建物等に係る堆積者に対し、改善措置を行うよう期限

を定めて勧告することができる。 

３ 市長は、建物等が不良な状態にあると認める場合であって、必要があると認める

ときは、当該建物等の所有者等に対しても、改善措置を行うよう指導することがで

きる。 

（命令） 

第８条 市長は、前条第２項の規定による勧告をしたにもかかわらず、なお建物等が

不良な状態にある場合であって、当該建物等に係る堆積者の近隣の住民の生活環境

が著しく損なわれていると認めるときは、当該堆積者に対し、期限を定めて改善措

置を行うよう命ずることができる。 

２ 前項の規定による命令については、第１条の目的を達成するために必要な限度に

おいて実施しなければならない。 

３ 市長は、第１項の規定による命令をしようとするときは、あらかじめ第12条第１

項の規定による大阪市住居における物品等の堆積による不良な状態の適正化に関

する審議会（以下「審議会」という。）の意見を聴かなければならない。 

４ 市長は、第１項の規定による命令をするときは、当該命令を受けるべき堆積者に

対し、市規則で定める事項を記載した命令書を交付しなければならない。 

（行政代執行） 

第９条 市長は、前条第１項の規定による命令を受けた堆積者が正当な理由なく当該

命令に従わない場合において、他の手段によってその履行を確保することが困難で

あり、かつ、その不履行を放置することが著しく公益に反すると認めるときは、行

政代執行法（昭和23年法律第43号）の定めるところにより、自ら改善措置をなし、

又は第三者にこれを行わせ、その費用を当該堆積者から徴収すること（以下「代執

行」という。）ができる。 



２ 市長は、代執行をしようとするときは、あらかじめ審議会の意見を聴かなければ

ならない。 

（経済的支援） 

第10条 市長は、建物等が不良な状態にあると認める場合であって、当該建物等に係

る堆積者の近隣の住民の生活環境が著しく損なわれており、かつ、当該堆積者が経

済的理由により自ら不良な状態を解消することが困難であると認めるときは、当該

堆積者の申出に基づき、当該堆積者に対し、不良な状態の解消のために必要な経済

的支援を行うことができる。ただし、第８条第１項の規定による命令を受けた堆積

者が正当な理由なく当該命令に従わない場合にあっては、この限りでない。 

２ 市長は、前項の規定により経済的支援を行うときは、あらかじめ審議会の意見を

聴かなければならない。 

（対策会議） 

第11条 区長は、市長の命を受け、区内の建物等の不良な状態の適正化のために必要

があるときは、地域住民、関係機関の代表者その他関係者から多角的な意見を聴く

ために対策会議を開催することができる。 

２ 対策会議の開催に関する事項は、区長が定める。 

（審議会） 

第12条 この条例の規定によりその権限に属するものとされた事項について、諮問に

応じて審議を行わせるため、市長の附属機関として審議会を置く。 

２ 審議会は、前項に定めるもののほか、不良な状態に関する専門的な事項について、

調査し、又は審議するとともに、市長に意見を述べることができる。 

３ 審議会は、委員７人以内で組織する。 

４ 審議会の委員は、学識経験者その他市長が適当と認める者のうちから市長が委嘱

する。 

５ 審議会の委員の任期は、２年とし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。ただし、再任を妨げない。 

６ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、市規則

で定める。 

（守秘義務） 



第13条 対策会議に参加した者は、対策会議の業務に関し知り得た秘密を漏らしては

ならない。 

２ 審議会の委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後

も同様とする。 

（施行の細目） 

第14条 この条例の施行に関し必要な事項は、市規則で定める。 

   附 則 

 この条例は、平成26年３月１日から施行する。 



 

大阪市住居における物品等の堆積による不良な状態の適正化に関する審議会規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、大阪市住居における物品等の堆積による不良な状態の適正化に関

する条例（平成 25 年大阪市条例第 133 号）第 12 条第６項の規定に基づき、大阪市住

居における物品等の堆積による不良な状態の適正化に関する審議会（以下、「審議会」

という。）の組織及び運営について必要な事項を定めるものとする。 

（会長） 

第２条 審議会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、審議会を代表し、議事その他の会務を総理する。 

３ 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名する委員が

その職務を代理する。 

(専門委員) 

第３条 専門の事項を調査審議させるため必要があるときは、審議会に専門委員を置く

ことができる。 

２ 専門委員は、学識経験者その他市長が適当と認める者のうちから、市長が委嘱する。 

３ 専門委員は、当該専門の事項に関する調査審議が終了したときは、解嘱されるもの

とする。 

（会議） 

第４条 審議会の会議は、会長が招集する。 

２ 審議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するとこ

ろによる。 

（関係者の出席） 

第５条 審議会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意見又は説

明を聴くことができる。 

（庶務） 

第６条 審議会の庶務は、福祉局及び環境局において処理する。 

（施行の細目） 

第７条 この規則の施行に関し必要な事項は、会長が定める。 

附 則 

この規則は、平成 26年３月１日から施行する。 



第３回
大阪市住居における物品等の堆積による
不良な状態の適正化に関する審議会 配席表（開催時）

日時：令和３年10月27日（水） 午前10時から
場所：大阪市役所ルシアス庁舎12階第１・２会議室

事務局

福岡雅子 委員関根 幹雄 委員

【web会議参加者】
黒坂 則子委員
樋口 能士委員
真鍋 知悟委員
山本 文雄委員



 

大阪市住居における物品等の堆積による不良な状態の適正化に関する審議会傍聴要領  

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、大阪市住居における物品等の堆積による不良な状態の適正化に関す

る審議会規則第７条の規定に基づき、大阪市住居における物品等の堆積による不良な状

態の適正化に関する審議会（以下「審議会」という。）の会議の傍聴に係る手続き、遵

守事項その他必要な事項を定めるものとする。 

（傍聴手続） 

第２条 傍聴を認める定員及びその決定方法は、審議会の会長（以下「会長」という。）

が定めるものとする。 

２ 会議を傍聴しようとする者は、あらかじめ公表した方法により、傍聴の申し出をしな

ければならない。 

（傍聴することができない者） 

第３条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴することができない。 

(1) はち巻き、たすき、ゼッケン、ヘルメットの類を着用又は携帯している者 

(2) 危険物、ビラ、プラカード、旗、のぼりの類を携帯している者 

(3) 酒気を帯びている者 

(4) 楽器、ラジオその他音声を発する機械類を携帯している者 

(5) 前各号に定めるもののほか、議事を妨害し、又は人に迷惑を及ぼすと認められる者 

（傍聴者の遵守事項） 

第４条 傍聴者は、次の事項を守らなければならない。 

(1) 会議開催中は、静かに傍聴することとし、発言、拍手その他の方法により公然と意

見を表明しないこと 

(2) 携帯電話などは、受信音などを出さないこと 

(3) 飲食又は喫煙をしないこと 

(4) 写真撮影、録画及び録音は行わないこと。ただし、会長の許可を得た場合はこの限

りでない。 

(5) 前各号に定めるもののほか、会場の秩序を乱し又は会議の支障となるような行為 

をしないこと 

（会議の秩序維持） 

第５条 傍聴者は、会場においては、会長又は事務局の指示に従わなければならない。 

２ 傍聴者がこの規定に違反した場合は、会長はこれを注意し、なおこれに従わないとき

は、その者を退場させることができる。 

（報道機関の特例） 

第６条 報道機関の傍聴については、必要に応じて記者席を設けるものとする。 

２ 報道機関から取材等の申し入れがある場合は、会場内の写真撮影、録画及び録音を会

議の開始前までに限り認め、会議の開始後は認めないものとする。ただし、会長の許可

を得た場合はこの限りでない。 

（補則） 

第７条 この要領に定めるもののほか、傍聴に関し必要な事項は、会長が審議会に諮って

定める。 

附 則 

この要領は、平成26年７月７日から施行する。 


